
令 和 ３ 年 度 事 業 報 告

令和３年度は、「みんなでつくろう安心の街」を合い言葉に、事業計画に基づき、警察をはじめ

関係機関・団体等との緊密な連携のもと、地域安全活動をはじめ、幼児誘拐防止活動、県民に身

近な重要犯罪の被害防止対策、少年非行防止及び健全育成活動等各事業を推進したが、その状況

は次のとおりである。

第１ 会議の開催等

１ 理事会

第１回 令和３年５月 ７日（金）令和２年度事業報告、収支決算報告等

第２回 令和４年３月２４日（木）令和４年度事業計画（案）、収支予算（案）等

２ 定時総会

令和３年５月２６日（水）宇都宮市昭和一丁目「ニューみくら」において令和３年度定時

総会を開催し、令和２年度事業報告、収支決算報告及び役員の選任（案）について審議を行

い、それぞれ可決された。

３ 全国防犯協会専務理事・事務局長会議

令和３年７月１６日（金）リモート会議で実施され、専務理事が出席した。

４ 栃木県防犯連絡協議会連合会定例理事会

令和３年６月１１日（金）警察本部において開催し、警察本部から「県内の治安情勢と地

域安全活動の進捗状況について」説明があり、その後、「今後の防犯連絡所の運営に関する課

題について」討議を行った。

５ 関東防犯協会連絡協議会総会

新型コロナウイルスの感染拡大を受け書面決議での実施となり、令和２年度事業報告、決

算報告及び令和３年度事業計画（案）、予算（案）等について、全会一致で承認された。

第２ 防犯意識及び防犯諸対策向上のための啓発事業

１ 啓発資料等の作成・配布及びホームページによる啓発

現在の犯罪情勢に対応した各種啓発・広報資料を作成し、地区防犯協会、自主防犯ボラン

ティア団体、少年関係団体、警察署等を通じ、

・「全国地域安全運動」（毎年１０月１１日から２０日までの１０日間実施）

・「年末・年始地域安全運動」（年末年始特別警戒）

・「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」

等の機会をとらえ、これら啓発資料を配布し、防犯意識の高揚と防犯諸対策の活性化を図っ

た。

また、より多くの県民に防犯対策情報を発信するため、当協会のインターネットホームペ

ージを活用し、犯罪情勢に対応した迅速な情報の発信に努めた。



【 主な広報紙（誌）、広報資料の作成、配布状況 】

○ 機関誌「ぼうはん栃木」 年５回 ７，７００部

○ 安全・安心マップ台紙 １５，８００枚

○ 月刊誌「安心な街に」 ４，２４３部

○ 令和２年少年非行 １，０３０部

○ 防犯ボランティア活動支援反射材付手袋 ２，５００双

○ 全国地域安全運動広報用チラシ ８，０００枚

○ 〃 ポスター １，０００枚

○ 映画タイアップポスター「劇場版ポリス×戦士ラブパトリーナ」 ５００枚

○ 特殊詐欺被害防止ラジオ広報（ＦＭ栃木との共催） １２回

○ 広報頒布用使い捨てホットアイマスク(ネット犯罪被害防止) １，０００個

○ 広報頒布用ボールペン(少年非行防止) ６００本

○ 広報頒布用クリアファイル(少年非行防止) １，０００枚

○ 広報頒布用ボールペン(薬物乱用防止) ６００本

○ 広報頒布用ミニタオル(地域安全運動) ５００枚

○ 広報頒布用Ａ５カラーメッシュケース(特殊詐欺撲滅) ８００枚

○ 広報啓発用チラシ(自動車盗難被害防止) ３，５００枚

○ 広報啓発用チラシ(子供たちを事件事故から守るために） ３，０００枚

○ 広報啓発用チラシ(還付金詐欺被害防止) ５，０００枚

○ 広報啓発用チラシ(防犯機能付き電話機普及促進) ８，０００枚

○ 広報啓発用小冊子(インターネットの安全利用) ２，４１０部

○ 広報啓発用小冊子(大麻乱用防止) ２，５００部

○ 広報啓発用リーフレット(イカのおすしをおぼえよう） １５，８００部

○ 幼児誘拐防止広報用 チラシ(４つのやくそく) ３０，０００枚

○ 〃 チラシ(イカのおすし) ２０，０００枚

○ 〃 教材ぬりえ・めいろ ２０，０００枚

○ 〃 保護者向け資料 １，０００部

○ 〃 防犯教室資料 １，０００枚

○ 〃 標語入り鉛筆 １２，０００本

○ 幼保園教諭・保護者向け広報用小冊子(子供の犯罪被害防止) １，０００部

○ 自動車盗難防止キャンペーンポスター ５０枚

○ 自動車盗難防止キャンペーンチラシ ３，０００枚

○ 風俗環境浄化広報啓発用リーフレット ２８０枚

○ 風俗営業所管理者講習用ハンドブック ２８０冊



２ 「地域安全県民のつどい」の開催

令和３年１０月１５日（金）宇都宮市野沢町のパルティとちぎ男女共同参画センターホ

ールにおいて「第４６回地域安全県民のつどい」を開催し、約１５０名の関係者が参加した。

席上、全国防犯協会連合会表彰（金章）受賞者等への表彰伝達、防犯功労者・功労団体並

びに防犯ポスター入選者等の表彰を行った後、「みんなでつくろう安心の街」をスローガン

に、地域に根ざした地域安全活動を積極的に推進し、安全・安心の街づくりを目指すとの地

域安全宣言を満場一致で採択し閉会した。

３ 防犯ボランティア団体等の支援事業

地域における自主防犯パトロール活動を促進し、活性化するために、自主防犯パトロール

団体、防犯連絡協議会、少年指導委員等に対して、防犯グッズ等の案内や配布、活動資金の

一部支援の他、広報資料のあっせんを行った。

第３ 防犯対策の調査研究

当協会の各種事業を効果的に推進するため、犯罪統計、少年非行、多発する犯罪の情報、

地域安全活動に関する情報を収集し、当協会のホームページや機関紙、チラシ等を通じて地

区防犯協会、賛助会員等県民に広く周知した。

第４ 防犯功労者及び防犯功労団体の表彰事業

１ 栃木県防犯協会長表彰等

地域における防犯活動の意義を啓発し、県民の士気を一層高めるために、多年にわたり防

犯思想の普及高揚等地域における防犯・地域安全に尽力し、犯罪の抑止に多大な功労のあっ

た個人や団体を防犯功労者又は防犯功労団体として、当協会長と警察本部長が連名で「地域

安全県民のつどい」において表彰した。

また、関東防犯協会連絡協議会表彰、全国防犯協会表彰についても、審査・選考の結果、

上申した。

２ 地域安全ポスターコンクールの開催

若い世代から防犯意識を高揚、定着させるため、小・中・高校生を対象とした地域安全ポ

スターコンクールを開催した。

作品は、窃盗・振り込め詐欺の被害防止、少年非行・薬物乱用の防止、暴力団追放などを

テーマに募集した。応募作品は、各警察署単位で審査会を行い優秀作品を選考し、更に、こ

れら優秀作品を警察本部に集め、警察本部、当協会、美術担当の専門家、マスコミ代表で審

査会を行い、県の優秀作品を決定し、「地域安全県民のつどい」時に表彰を行った。



【 令和３年度表彰 】

１ 警察庁長官、全国防犯協会連合会長表彰

例年東京都の明治記念館において開催される「全国地域安全運動中央大会」において表

彰を受けるところ、新型コロナウイルス感染防止のため同大会が中止となったことから、

令和３年１０月１５日（金）宇都宮市パルティホールにおいて開催された「第４６回地

域安全県民のつどい」において

防犯栄誉金章 １名

防犯栄誉銀章 ２名

防犯栄誉銅章 ６名

防犯功労団体 １団体

功労ボランティア団体 １団体

に表彰伝達を行った。

２ 関東管区警察局長、関東防犯協会連絡協議会長表彰

令和３年１０月１５日（金）宇都宮市パルティホールにおいて開催された「第４６回地

域安全県民のつどい」において

防犯功労者 ６名

防犯功労団体 ２団体

特別功労者 １名

特別功労団体 １団体

がそれぞれ表彰を受けた。

３ 栃木県警察本部長、公益社団法人栃木県防犯協会長表彰

令和３年１０月１５日（金）宇都宮市パルティホールにおいて開催された「第４６回地

域安全県民のつどい」において

防犯功労者 ３０名

防犯功労団体 ２９団体

功労ボランティア団体 ４７団体

優良防犯連絡所 ４６箇所

優良少年指導委員 ３０名

防犯ポスター・地域安全マップ入選者 ３７名

優良賛助会員（感謝状） ２６社・団体・名

がそれぞれ表彰を受けた。



第５ 幼児誘拐防止巡回指導事業

全国的に幼児誘拐事件の発生が危惧されるなか、この種事件を防止するには、幼児期から

誘拐犯罪に対する防犯意識を園児に直接植え付けることが大きな効果を発揮することから、

当協会の専従職員が年間を通じ計画的に県内の幼稚園、保育園を対象に幼児誘拐防止巡回指

導を実施した。

１ 幼児誘拐防止巡回指導の実施

令和３年度は、２２３カ所の幼稚園・保育園等において巡回指導を実施する予定であった

が、新型コロナウイルス感染拡大のため１６８カ所（当初予定７５．３％）の実施となった。

新型コロナウイルス感染拡大のためキャンセルとなった幼稚園等に対しては、幼児誘拐防

止用チラシ、保護者向け資料等を配布し、幼児誘拐事案防止のための意識高揚を図った。

２ 幼児誘拐防止資料の配付等

（１）遊びながら誘拐防止意識を高める「めいろ」及び「ぬりえ」を作成し、巡回指導時に幼

児に配布して活用した。（通年）

（２）保護者の防犯意識を高めるため、「まもるごう防犯教室」（保護者用）を作成し、保護者

に配布した。（通年）

（３）地域の防犯意識を高めるため、機関誌「ぼうはん栃木」を作成し、各警察署、関係機関

団体に配布した。（通年）

【 各市町別巡回指導結果 】

市 町 名 実施園数 人 数 市 町 名 実施園数 人 数

宇都宮市 ４３ ８，５０８ 下 野 市 ５ ７５４

足 利 市 １２ １，３５３ 上三川町 ２ ３４９

栃 木 市 １２ ２，４２５ 益 子 町 ４ ４６３

佐 野 市 ７ ５８７ 茂 木 町 １ ９６

鹿 沼 市 １０ １，１７４ 市 貝 町 ２ １４８

日 光 市 １０ ８４５ 芳 賀 町 ２ ３２０

小 山 市 １１ １，１７１ 壬 生 町 ３ ５３９

真 岡 市 ８ １，３３８ 野 木 町 １ ２６０

大田原市 ５ ６０５ 塩 谷 町 １ ７０

矢 板 市 ３ ４５１ 高根沢町 ２ ４０５

那須塩原市 １６ ２，５７８ 那 須 町 ２ ２４２

さくら市 １ １２７ 那珂川町 ２ ３０１

那須烏山市 ３ ３１６ 計 １６８ ２５，４２５

＊人数は、園児、担当職員等を含む



第６ 自転車防犯対策事業

県民の身近で発生する自転車の盗難防止と盗難に遭った自転車の早期回復を図るため、「自

転車の二重ロック運動」の推進と、自転車防犯登録制度の普及に努めた。

当協会の自転車防犯登録業務は、自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合

的推進に関する法律に基づき、県公安委員会から指定を受けているもので、警察及び販売店

との連携を密にし、迅速・適正な登録業務を推進した。

第７ 風俗環境浄化意識向上事業

当協会は、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（以下「風営適正化法」と

いう。）により「風俗環境浄化協会」として栃木県公安委員会から指定を受けており、善良

な風俗の保持及び風俗環境の浄化並びに青少年の健全育成を害する犯罪防止等に努めた。

１ 風俗営業管理者講習

実施回数 １２回（県内各会場） 受講者 ２４０名

実施期間 令和３年９月８日～１１月２５日

２ 風俗営業許可申請に伴う現地調査

風営適正化法に定める風俗営業許可現地調査について、県公安委員会の委託事業として年

間を通じ実施した。

実施件数 ９６件

実施期間 令和３年４月２６日～令和４年３月２２日

第８ 古物商許可標識等発行取次事業

古物営業者に対する古物商許可標識及び古物商行商従業者証等のあっせんについては、令

和３年度中に次の数量を希望者に取り次ぎした。

○ 古物商許可標識 ２３２枚

○ 古物行商従業者証等 ９８枚


